本体のセットアップを終了したら、システムのセットアップをします。システムのセットアップは購入 
後、初めてセツトアップする場合と再セツトアップする場合に分けて説明しています。 


初めてのセットアップ(一40ページ） . 

. システムを使用できるまでのセットアップ手順に 

ついて説明しています。ここでは必要最低限の 
セットアップのみを説明しています。お客様のお 
使いになられる環境に合わせた詳細なセットアッ 
プについては3章で説明しています。 

管理 PC のセットアップ(一60ページ） . 

. ネ、ソトワーク上のコンピュータからシステムの管 

理-監視をするバンドルアプリケーションのイン 
ス I '''ール方まじついて説明しています。 

再セットア、ソプ(^61ぺージ） . 

. システムを再セットアップする方法について説明 

しています。 
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初めてのセットアップ 


購入後、初めてシステムをセットアップする時の手順について順を追って説明します。 


初期導入設定用ディスクの作が 


r 初期導入設定用ディスク」は装置をインターネット装置として導入するために最低限必要と 
なる設定情報が保存されたセットアップ用のフ□、ソピーディスクです。 

r 初期導入設定用ディスク」は、添付の初期導入設定用ディスクにある r 初期導入設定ツール」 
を使って作成します。初期導入設をツールは 、 Windows 2000 、 Windows NT 、 または 
Windows XP / Me /98/95 で 動作する コン ピュ ータで 動作します。 


初期導入設定ツールの実行と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従って初期導入設定用ディスクを作成します。 

1 . Windows マシンのフ□、ソピーディスクドライブに添付の初期導人設定用ディスクをセットする。 

2 . フ□、ソピーディスクドライブ内の「初期導入設定ツール ( S ねけ upConf . exe )」 をエクスプ □- ラな 
どか6実行する。 

[ Linux ビルドアップサーバ初期導入設定ツール]が起動します。プ□グラムは、ウィザード形式と 
なっており、をページで設定(こ必要事項を入力して進んでいきます。 

必須情報が人力されていない場合や人力情報に誤りがある場合は、次へ進むとき(こ警告メ、ソセー 
ジが表示されます。項目を正し<人力し直して<ださい。人力事項については、この後の説明を 
参照して< ださい。 

すべての項目の入力が完了すると、フ□、ソピーディスクに設定情報を書き} A んで終了します。 

3 . 初期導入設定用ディスクをフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し、「システムのセットアッ 
プ」(こ進む。 

初期導入設定用ディスクは再セツトアップの際にも使用します。大切に保管してください。 
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各入力項目の設定 

[ Linux ビルドアップサーバ初期導入設をツール]で入力する項目について説明します。 


パスワード設定 

システムのセットアップ完了後、管理 PC 
から Web ブラウザを介して、システムには 
グインする際のパスワードを設定します。 
この画面じある項目はすべて入力しないと 
いけません。 

パスワードは推測されじくく覚えやすいも 
のを用意してください。 

^ パスワードは画面に表示されませ 
I チェック I ん。タイプミスをしないようミ主意し 
てください。 


設定済みパスワード 

同捆の別紙 「 root パスワード」に記載されたパスワードを入力してください。 

パスワード 

設定するパスワードを入力してください。ここで入力したパスワードは、管理者 ( admin ) 
で□グインする場合に必要となります。パスワードを忘れたり、不正に利用されたりし 
ないように、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、既存パスワードと同一のパスワードを新パ 
スワードとして設定してください。 

パスワード再入力 

パスワードの磕認用です。パスワードと同一のものを入力してください。 



システムのセットアップ 
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ネットワーク設定〜 LAN ポート1(標準 LAN ) 用〜 


ファイルの AJ レブ(ぶ 


吊ッ巧ーヴの語定窗种ぼす。 

^巧目 I こデー姆入力してくださし 

ホストを ( F 日 DN ) 

IP アドレス 
サブネットマスク 
デフォルトヴートウエイ 
ブライマリネームサーバ 

たカンタ’リネームヴ■ーバ 
巧目を入力した6「油へ(の >」をが 


く戻5晒 I 「 


LAN ポート2(拡張 LAN ) のネットワーク設 
定:をします。 

フェイルオーバクラスタ構成で運用する場 
合のみ設定します。それ W 外の構成では、 
設をする必要はありません。 


ホスト名 (FQDN) 

ホストをを入力してください。入力の 
際には、 FQDN の形式（マシンを.ドメ 
インを)の形式で入力してください。ま 
た、英字はすべてル文字で指定して< 
ださい。大文字は使用できません。 

IP アドレス 


1あ目の N に ( LAN ポート1(標準 LAN )) に割り振る IP アドレスを指をしてください。 

ヴブネットマスク 

1枚目の N に ( LAN ポート1(標準 LAN )) に割り振るサブネ、ソトマスクを指定します。 

ディフオルトゲートウェイ 

ディフォルトゲートウェイの IP アドレスを指をします。 

プライマリ ネームサーバ 

プライマリネームサーバの IP アドレスを指をします。 

セカンダリ ネームサーバ 

セカンダリネームサーバが存在する場合は、その IP アドレスを指をします。 


ネットワーク設定〜 LAN ポート2(拡張 LAN ) 用〜 

LAN ポート2(拡張 LAN ) のネットワーク設 
定をします。使用しない場合は、設定する 
必要はありません。 

IP アドレス 

2枚目の NIC ( LAN ポート2(拡張 LAN )) 

に割り振る IP アドレスを指定してくだ 
さい。 

ヴブネットマスク 

2枚目の NIC ( LAN ポート2(拡張 LAN )) 

に割り振るサブネ、ソトマスクを指をし 
ます。 




广 

}254~ 



をへ也0 > I キャンたル」 


去 Linux ピルドアがサ-バ巧巧当人設定ツール 


厂 k 厂 t 广 

k k t It 广、 

kkkklJ 
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グループ設定 


実ドメインのグループをを指定してくださ 
い。実ドメインユーザーはこのグループの 
所属になります。全体で15文字]: i 内、1文 
字目は英字、2文字目 t (降は英数字と「-(八 
イフン)」で構成される任意の文字列を指定 
できますが、システムであらかじめ予約さ 
れているじ(下の文字列は指定できません。 
また、英字はすべてル文字で指をしてくだ 
さい。大文字は使用できません。 


く指定でさない文字列> 

roots bin 、 daemon 、 sys 、 adm 、 tty 、 disk 、 Ip 、 mem 、 kmem 、 wheel 、 mail 、 
news 、 UUCP 、 man 、 utmp 、 games 、 floppy 、 slocate 、 gopher 、 dip 、 ftp 、 
nobody 、 users 、 smbguest 、 named 、 postgres 、 smb 、 wbmc 、 admin、fmk lock 、 
ntp 、 vcsa 、 utmp 、 apache 、 nscd 、 Idap 、 mailnull 、「 pm 、 pcap 、 ident 、「 pc 、 
「 pcuser 、 nfsnobody 、「 advd、xfs 


システム構成条件の設定 


Management Console の動作モードを設 
走:します。 

□ー ドバランスクラスタ構成でセツトアツ 
プする場合は、 [ Web サーバでの□ー ドバ 
ランス構成]を選択してください。 

フェイルオーバクラスタ構成でセツトアツ 
プする場合は、 [ Web サーバ/メールサーバ 
でのフェイルオーバクラスタ構成]を選択 
してください。 

通常は[スタンドア□ン構成]のままで構い 
ません。 




システムのセットアップ 
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メール配送の設定 

メール配送の設定をします。ご利用形態に 
合わせて設定してください。 

DNS で配送する場合は、 [ DNS で配送]を選 
択してください。 

スマートホストを使用する場合は、[ス 
マートホスト使用]を選択してください。 

この場合、スマートホストホストをを必ず 
設定してください。 

必要に応じて直接配送するドメインをを指 
定:してください。ドメインさ)の指定:は 
FQDN で指をします。ドメインが複数ある 
場合は、それぞれのドメインを1つの半角 
スペースで区切って入力してください。 

スマートホストとは？ 

たント I ファイアウォールが設置されたイントラネット内にメールサーバを設置する場合などは、す 
ベてのメールを特をのメールサーバを介して配送する必要があります。そのサーバのことを 
「スマートホスト」と呼びます。スマートホストを使用する場合でも、ファイアウォールの 
内側で、イントラネット用の DNS が設置されており、 DNS による配送が可能な場合は、「直 
接配送するドメイン名」にイントラネットのドメイン名を入力することでファイアウォール 
内に関しては、スマートホストを介さずに配送することができます。 

なお、ファイアウォールの DMZ (非武装地帯）上のメールサーバのように、特をのドメイン 
にがする配送ホストを DNS を使用せずに静的に決をする必要がある場合は、セットアップ 
完了後 、 Management Console を使用し、メールサーバの設をの「静的配送の設を」により 
設をします。 
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初期導入設をツールで作成した r 初期導入設定用ディスク」を使用して、短時間でセ、ソトアッ 
プできます。 

セットアップの手順 

手順でセットアップをします。 

■: 正しくセットアップできないときは、々ぺージ、および241ぺージを参照してください。 

rE!7n 


1. 本体背面の LAN ポート1と LAN ポート2 
(使用する場合）(こネットワークケーブル 
が接続されていることを確認する。 


2 . 前述の r 初期導入設定用ディスクの作成」 
で作成した初期導入設定用ディスクを3.己 
インチフ□、ソピーディスクドライブに 
セツトする。 


3. POWER スイ、ソチを押す。 

POWER ランプが点のします。 

しば6<すると、初期導入設定用ディス 
クか6設定情報を読み取り、自動的に 
セットアップを進めます。2〜3分ほどで 
セットアップが完了します。正常(こセッ 
トアップが終了した場合、「ピ 、ソピ、ソ 
ピッ」と3連続で4回ビープ音が鳴りま 
す。 


4章を参照してシステムの状態確認や設 
定変更を巧って<ださい。 



セットアップの完了び確認できた5セットした初期導入設定用ディスクをフ□ッピーディスク 
ドライブか5取り出して大切に保管してください。再セットアップの時に再利用することびで 
さます。 





システムのセツトアツ 


システムのセットアップ 


A — 0 

〇 〇 ^ 

'篡 

6 § 

F 1ー ロ 
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セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、ビープ音を鳴らすことでユーザーに異常を知ら 
せます（ビープ音は1秒間隔で10回鳴ります。また自動的に電源が OFF ( POWER ランプ消灯) 
になります）。 

正常にセットアップが完了しなかった場合は、初期導入設を用ディスクじ書き化される□グ 
ファイル noggirig . txt 」 の内容をコンピュータの r メモ帳」などのツールを使って磕認し、再度 
初期導入設定ツールを使用して初期導入設定用ディスクを作成し直して<ださい。 

く主な □ グの出力例 > 

■ rinfo: completed 」 

-正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

■ 「 Info: quitting with no change 」 

一初期導入設定ツールを使って再度作成せずに、一度セットアップに使用した初期導 
入設定用ディスクを再使用した場合に表示されます(設定は反映されません)。 

■「Cannot get authentication: root 」 

- 初期導入設定用ディスク中のパスワードの指定に誤りがある場合に表示されます。 

■ 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.autj 

-初期導入設を用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
く作成されなかった場合に表示されます。 

■ 「 Error: cannot open: /mnt/floppy/linux.aut 」 

- 初期導入設を用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

セツトアップや運用時のトラブルについての対処を7章で詳しく説明しています。 
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ドパランスクラスタ構ぶのセツトアツ 



負荷の高い Web サイトでは、本装置を複数台と別売の□ー ドパランサ装置 ( LB シリーズな 
ど)を組み合わせることで、複数の、本装置に負荷を分散し、レスポンスを高める□ー ドパ 
ランスクラスタ環境を構築することができます。 



1-0 □-ドバランス構成でセットアップした場合は、メールサービス機能は使用でをません。 

メールヴービスを構築する場合は、スタンドア□ンまたはフェイルオーバクラスタ構成で運 
用して < ださい。 

ここでは2台の本装置による□ー ドバランスクラスタ構成のセットアップ方まを解説しま 
す。ネットワーク構成と、それぞれに割り当てる IP アドレスとホストをは次の図のように 
なっていると仮定します。 



10 . 0 . 0.2 

web_master.nec.co.Jp 


コンピュータ 


④ 


⑥ 


10 . 0 . 0.3 

web_slave.nec.co.jp 
□ー ドバランサ装置に割り当てる IP アドレスとホストを。 

本装置（マスタサーバ）に割り当てる IP アドレスとホストを。 

本装置（スレーブサーバ）に割り当てる IP アドレスとホストを。 

□ー ドバランスクラスタ構成では、複数ある本装置のいずれか一台を r マスタサーバ」とする必要があります。 
Web コンテンツの更新、設定の変更などはマスタサーバに対して行われ、残りのサーバにはマスタサーバの情報 
が自動でコピーされます（ミラーリング）。コピーされる側のサーバをずべて r スレーブサーバ」と呼びまず。マス 
タサーバがダウンした際は、任意のスレーブサーバをマスタサーバとして再設定することができます。 

Web サービスを提供するための IP アドレスとホスト名。 

インターネットからアクセスするための IP アドレスです。実際には、仮想ドメイン作成時に割り当てまず。 
マスタサーバの Management Console にアクセスするための IP アドレスとホストを。 

このホスト名を用いると、各サーバの実ホストをに関わらず常にマスタサーバの Management Console にアク 
セスずることができます。 


システムのセットアップ 
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まとめると]: i 下のようじなります。これらの IP アドレスとホストをは、あらかじめ DNS じ登 
録しておく必要があります。ここではすでに登録してあるものとして解説します。 


使用 7 シン 

IP アドレス 

ホスト名 

①□ードバランサ装置 

10.0 .0.1 

iplb.n6C.co.jp 

②本装置（マスタサーバ） 

10.0 .0.2 

web_master.nec.co.jp 

③本装置（スレーブサーバ） 

10.0 .0.3 

web_slave.nec.co.jp 

④ Web サービス（仮想ドメイン）用 

10.0 .0.4 

www.nec.co.ip 

⑤マスタアクセス用 

10.0 .0.5 

webserver.nec.co.jp 


(ミ主意）その他に、 Management Console を使用するクライアント〕ンピュータ 
(上記とは別の IP アドレスを持つ）がネットワークに接続されている必要 
があります。 


く □ ードバランスクラスタ構成のセットアップ例 > 

W 下の手順で Management Console から設ちします。操作はシステム管理者でアクセスし 
てください。 

M-O 実際にセットアップを行う場合は、^^、ず運用するネットワーク構成と同じが態になるよう各 
装置を接続した後に、セットアップを開始してください。また、設定を行うずべてのシステ 
ムび起動した状態でセットアップを行い、仮想ドメインの追加はクラスタ構成のセットアッ 
プび完了した後に行ってください。 

1. 本装置に台）を□ー ドバランス構成としてセットアップする。 

40ページを参照して、 U 下の情報でセツトアップしてください。 


設定項目 

本装置（マスタサーバ） 

本装置（スレーブサーバ） 

パスワード 

同一のパスワード 

ホストを 

web _ master . nec . co.jp 

web _ slave . nec . co.jp 

IP アドレス 

10.0 .0.2 

10.0 .0.3 

構成 

Web サーバでの□ー ドバランス構成 



□-ドバランスの対象となる装置は、同じシステム管理をパスワードを設定します。 


2. web_master.nec.co.Jp の Management 
Console (こアクセスし、[システム]か6 
[□ー ドバランス]をクリ、ソクする。 
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3. [■基本設定]内の[追加]をクリックする。 


4. [■ミラー リングサーバの追加]で]:>(下の 
情報を入力し、[設定]をクリックする。 

サーバさ)： web _ master . nec . co.jp 
IP アドレス：10.0 .0.2 



5. さ6に[追力日]をクリックして iU 下の情報 
を入力し、[設定]をクリックする。 

サーバさ)： web _ slave . nec . co.jp 
IP アドレス：10.0 .0.3 


巨.ミラーリング間隔を設定する。 
ここでは「10」とします。 


:ラー リング サーバの 追加 


か一いを： | web_s I ave . nec . co.jp 


IP アドレス： [ To . 0 . 0 , 


婪 



7. 「ホストを （ FQDN )」 欄にマスタサーバの 
Management Console にアクセスするた 
めのホストをを入力し、[設定]をクリッ 
クする。 

webserver . nec . co.jp 

8 . web _ slave . nec . co . jp の Management 
Console (こアクセスし、手順2〜7と同じ 
操作をする。 

3台 iU 上の本装置のクラスタ構成でセッ 
トアップする場合は、すべての装置でこ 
れと同様の操作を巧います。 



システムのセットアップ 
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その他 


9. web_master.nec.co.Jp の Management 
Console にアクセスし、[システム]か6 
[□ー ドバランス]をクリ、ソクする。 



10. 〔■ミラーリング操作]内の[マスタセット] 
をクリ、ソクする。 


11. 確認メッセージが表示された6、 [0 K ] を 
クリ、ソクする。 

web _ master . nec . co . jp がマスタサーバに 
セツトされます。 


をサーバー貴： 


揉作 

サーバ 

|iP アドレス 1 マスタ 1 ミラー:^グ元サ 1 搬ミ韶リンク 


追加 



削除 

web mas'ter.nec.co. JP 

10.0.0.2 



削除 

|web sl ave • nec .co. jp 

10.0.0.3 


Q ちが (.F Webserver .nee-CO.. 

ip 





設定 1 





巧 一U 

'ノ々'悟ま臣的涅 1 




^が化ずニフ’ 

—リゾソ关た r ^ 




マスタたット」 


Microsoft Internet Explor 


蹲 


白 サ叫 ^を7スタとして設走します。よらしいですか？ 
辛 tMZ ル」 




12. web _ slave . nec . co . jp の Management Console (こアクセスし、[システム]か6[システムの再起動] 
をクリ、ソクする。 

3台]:>(上の装置をクラスタ構成でセットアップする場合は、すべてのスレーブサーバを再起動し 
ます。 

13. □—ドバランサ装置で必要な設定をする。 

詳細は□ー ドバランサ装置のマニュアルを参照してください。 

14. □-ドパランサ装置とすべてのマスタ/スレーブサーバを再起動する。 


□ー ドバランスクラスタ構成のセツトアツ 
プがすべて正常に終了したら、次の URL で 
マスタサーバ （ web _ master . nec . co . jp ) の 
Management Console にアクセスできま 
す。 





https://webserver.nec.co.Jp: 50453/ 


INlEVb.Copyright(C) NEC Corporation : 

































































クラスタ構成では、仮想ドメインを追力□し 
て運用する必要があります。[ドメイン情 
報]から[追抑をクリックして、 t (下の情報 
でドメインを追力□します。 

この情報は、自動で スレーブサーバ 
( web _ slave . nec . co . jp ; にコピーされ ま 
す。 

ドメインち： www . nec . co.jp 
IP アドレス：10.0 .0.4 


ここで、ミラーリング(マスタサーバからスレーブサーバに自動コピー）される項目と、され 
ない項目があります。じ(下に一覧を示します。ミラーリングされない項目に関しては、マス 
夕とスレーブで個々に設定してください。 

♦ ミラーリングされる項目： ドメイン追力□情報 

ユーザ アカウント 

サービスー Web サーバー MIME タイプ 
Management Console 

♦ ミラーリングされない項目：ネットワーク 

セキュリティ 
サービスの 起動終了 
サービスー Web サー パー基本設定 
サービスーネームサーバ ( named ) 

サービスーファイル転送 ( ftpd ) 

サービスー UNIX ファイル共有 ( nfsd ) 

サービスー Windows ファイ ル 共有 ( smbd ) 
サービスー時刻調整 ( ntpd ) 

サービスーネットワーク管理エージェント ( snmpd ) 
これで rhttp :// www . riec . co . jp /」 の URL で Web サービスを提供できる状態になります。 

M-O • □ー ドバランス構成では、仮想ドメインで運用を行ってください。 

• 初期導入時にスタンドア□ン構成でセットアップした本装置を□—ドバランス構成へ移 
行ずることはできません。 

• 設定項目の詳細については、画面上の[ヘルスをクリックし、オンラインヘルプを参照 
して < ださい。 

• マスタヴーバび稼動している状態で、スレーブヴーパを追加する場台、各装置の設定後 
にスレーブサーノを再起動ずることで、マスタサーノむ D 情報をスレーブサーノ ' C に反映す 
ることびでをます。 

• ミラーリングが開始されると、 Mana 呂 ement Console の動作び遅くなることがあり 
まず。 

• メニューの 「 Mana 呂 ement Console 」 の設定を変更した場 S ま、必ず各スレーブヴー 
ノの Mana 呂 ement Console 画面で駿定]をクリックしてください。 

• SSL (443 番ポート)び使用でさるのは複数の仮想ドメインのうち1つのみになります。 
SSL を使用する場合は仮想ドメインごとに使用ずるポートを独占してください。 

• 同一装置に複数のドメインを割り当てている場 S ホ、 anonymousFTP を使用すること 
はできません。 anonymousFTP は、1つの装置にドメインび一つの場台のみ使用可能 
です。 

• 旧装置に xpress 已800 / MailWebServer ) との湿在構成はできません。 



システムのセットアップ 
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全サーィ S —覧： 



フーリノグ揉作 


ミラーリング情報取得 

即時ミラーリング実行 
マスタセット_ 

マスタ解除 


♦ マスタサーバダウン時に、スレーブサーバをマスタにセットする方ミち 

マスタサーバがダウンした時は、任意のスレーブサーパの Management Console にアク 
セスし、[システム]一 [□- ドバランス]で、[マスタセット]をクリックして新マスタサー 
バじセットしてください。 

• ダウンしたマスタ装置の復帰方法 

任意のスレーブサーバを新マスタサーバにセットした後、ダウンしたマスタサーバを再 
び起動してください。自動的にスレーブサーバとして復帰します。 

• □ー ドバランス利用時のれ P のアップ□ー ド方法 

□ー ドバランサ装置側であらかじめ□ー ドバランシングの対象となる IP アドレス （Web 
サービス用の IP アドレス）の ftp ポートに 1) に対して、通信を必ずマスタサーバへ転送する 
設をを行ってください。 

上記設定が完了した後、 FTP サーバを利用する際は、□ー ドバランシングの対象となる 
IP アドレスを指をするとマスタサーバへと接続されますので、マスタサーバに対して ftp 
でのアップ□ー ドを行ってください。 

なお、□ードバランサ装置への設定方法の詳細につきましては、□ードバランサ装置の 
マニュアルをご覧ください。 

• ミラーリング利用時のま意点 

マスタとなっている装置からスレーブとなっている装置に対して、データのミラーリン 
グを行うことができます。 

ミラーリングは一を周期で行われます。リアルタイムには更新されません。 
Management Console の[システム]一！;□-ドバランス]の項目から、ミラーリングの間 
隔を設定できます。また、ほ叫きミラーリング実行]をクリックすることにより、ミラー 
リングを実行する機能を持ちます。 


基本設定 


3 


卜がだ2 

ミリ間ホを D . 
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イルオーパクラスタ構ぶのセツトアツ 



本装置を複数台用意し 、 CLUSTERPRO LE for Linux と組み合わせて切り替えミラーディ 
スクを構築することで、通常動作する装置に障害が発生してダウンしても、待機中の装置が 
自動的に処理を引き継ぐ(フェイルオーバ)ようなクラスタ構成を構築することができます。 
CLUSTERPRO LE for Linux をインストールするには、別途 「 Express 5800 /MW 
CLUSTERPRO LE 導入羊、ソト」が必要です。 

クラスタ構成については、ホストをや IP アドレスの割り当て方まにを意事項があります。 
ここでは概要を説明します。セットアップの前には必ず 「 CLUSTERPRO システム構築ガイ 
ドアプライアンスサーバ編とトレ、ソ羊ングツールデータミラー編」を必ず参照してくださ 
い。 



本装置1 


本装置2 


■L 

rpn 


「 CLUSTERPRO システム構築ガイド* 1 」の最新版はじ TF の URL に掲載されています。システ 
ム構築前に最新版を取り寄せてください。 

インターネットホームぺージ「宝船」の [Linux on Express 5800]-►[クラスタシステム]-►[技術 
情報]よりダウンロー ドできます。 

NEC インターネット内でのご利用 

http :// soreike . wsd . mt . nec . co . jp / 

NEC インターネット外でのご利用* 2 

http :// www . soreike . express . nec . co . jp / 

*1「 CLUSTERPRO システム構築ガイド」の入手を希望される場合はお買い求めの販売 
店へお問い合わせください。 

*2 販売店からのご利用には事前の登録が必要になります。 


システムのセットアップ 
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ここでは代表的なフェイルオーバクラスタ構成について、環境の構築方まや設を方法を解説 
します。ネットワーク構成と、それぞれの装置に割り当てる IP アドレスとホストをは次の図 
のようになっていると仮定します。 




① 本装置1に割り当てる IP アドレスとホスト名。 

② 本装置2に割り当てる IP アドレスとホストを。 

③ Mail / Web サービスを提供するための IP アドレスとホストを。 

IP アドレスは CLUSTERPRO 簡易構築ディスク（フ□、ソピーディスク）作成時に割り当てたフ□-ティング IP を仮 
想ドメイン作成時に割り当てます。 

④①の Management Console にアクセスするための IP アドレスとホストを。 

このホスト名を用いると、各装置の実ホスト名に関わらず常に①の Management Console にアクセスずること 
ができまず。 


まとめるとじ(下のようになります。これらの IP アドレスとホストをは、あらかじめ DNS に登 
録しておく必要があります。ここではすでに登録してあるものとして解説します。 


使用7シン 

IP アドレス 

ホスト名 

①本装置1 

10.0 .0.1 

host 1. nec . co.jp 

②本装置2 

10.0 .0.2 

host 2. nec . co.jp 

③ Mail/Web サービス（仮想ドメイン）用 

10.0 .0.4 

www . nec . co.jp 

④マスタアクセス用 

10.0 .0.4 

www . nec . co.jp 


(ミ主意）その他に、 Management Console を使用するクライアントコンピユータ（上記 
とは別の IP アドレスを持つ）がネットワークに接続されている必要がありま 
ず。 
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くフェイルオーバクラスタ構成のセットアップ例> 

W 下の手順で Management Console から設定します。操作はシステム管理者でアクセスし 
てください。 

M-O 実際にセットアップを行う場合は、^^、ず運用するネットワーク構成と同じが態になるよう各 
居^ 装置を接続した後に、セットアップを開始してください。また、設定を行うずべてのシステ 
ムび起動した状態でセットアップを行い、仮想ドメインの追加はクラスタ構成のセットアッ 
プび完了した後に行ってください。 

なお、システムの再インストールから CLUSTERPRO LE のインス I ルまでは完了してい 
るものとして解説します。システムの再インストールの詳細は、 「 Express 5800 /MW 
CLUSTERPRO LE 導入羊、ソト Ve 「1.0」 を参照してください。 

2台の装置の初期導入設を用ディスクは、フェイルオーバ構成としてセツトアップします。 


設定項目 

本装置1 

本装置2 

パスワード 

同一のパスワード 

ホストさ) ( FQDN ) 

host 1. nec . co.jp 

host 2. nec . co.jp 

IP アドレス 

10.0 .0.1 

10.0 .0.2 

構成 

Web サーパ'/ Mail サーバでのフェイルオーバクラスタ構成 


M-O • フェイルオーバの対象となる各装置には、同じシステム管理ちパスワードを設定してく 
E 重3 ださい。 

• 2枚目のネットワークインタフェースに未使用の□—カル IP アドレス (CLUSTERPRO 
び内部で使用する IP アドレス)を設定します。詳しくは、 「 CLUSTERPRO システム構 
築ガイドアプライアンスサーバ編」を参照してください。 

• ホスト名 （ ドメイン名を含まない）は1己文字杉内に設定してください。 

• プライマリネームサーバに自分自身を設定した場台、切り替えミラーディスクの構築に 
失敗ずる可能性びありまず。別に DNS サーノ（を設けることをお勧めしまず。 


システムのセットアップ 


己己 















1. rCLUSTERPRO システム構築ガイド」を参照し、 CLLUSTERPRO を構築する。 

2. host 1. nec . co . jp の Manegement Console でクラスタ関連を設定する。 

CLUSTERPRO マネージャでフェイルオーバグループが存在している必要があります。 

a . [システム]か6[フェイルオーバ]をク 
リ、ソク する。 


b . IP アドレス欄に2台の本装置のホスト 
さ)に対する IP アドレス （ host 1: 
10.0.0.1、 hos 松10.0 .0.2) を入力 
する。 

w-Ol^ 

初期導入設定用ディスクで設定したも 
のと同じ IP アドレスを入力してくださ 
し、。 


■ その他 I 

システム'情沛 ... I 


□ヴ管巧... I 

ネットヮーク I 


B 寺别試定 .. I 

バックアッブ /リストア… I 


セキュリティ... I 

WE 巨 MAIL ライ tZ ンス… I 

た 


管巧をバスワード... I 


フェイルオ'-バ … iJ 


C. ホスト名 ( FQDN ) に CLUSTERPRO 
簡易構築ディスク ( FD ) で設定した仮 
想 IP アドレスに対応する仮想ホスト 
さ)を FQDN ( www . nec . co . jp ) で入力 
する。 


d . [設定]をクリックする。 



3. CLUSTERPRO マネージャで切り換えミラーディスクの再構築が完了後、フェイルオーバグルー 
プを hosC . nec . co . jp (こ移動する。 

CLUSTERPRO マネージャの操作方まじついては rCLSUTERPRO システム構築ガイド GUI 編」を 
参照してください。 

4. hos 怯. nec . co . jp で手順2と同じ操作をする。 

己. CLUSTERPRO マネージャで、フェイルオーバグループを host 1 . nec . co . jp に移動する（元に戻 

す）。 
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巨.仮想ドメインを作成する。 

仮想ホストさ )（ www . nec . co . jp ) の 
Manegement Console にアクセスできま 
す。クラスタ構成では、仮想ドメインを 
追加して運用する必要があります。[ドメ 
イン情報]か6[追力 □] をクリックして、じ( 
下の情報でドメインを追加します。 

ドメインさ）： nec . co.jp 
IP アドレス：10.0 .0.4 
WEB サーバさ）： www . nec . co.jp 

詳細な手順は r ドメイン情報」を参照して 
ください。 


これで、下の URL で Web サービスを提供できる状態となります。 
http :// www . nec . co . jp / 

また、 W 下の操作を行うことでクライアントからのメールの送受信が巧能となります。 
仮想ホストさ) ( www . nec . co . jp ) の Manegement Console にアクセスし、 [ ドメイン情朝から 
[管理画面]でドメイン管理者画面に移動し、ユーザーを追力□します。そしてメールクライア 
ントで]: i 下の設ををすることで、メールの送受信(ユーザーを® www . riec . co . jp ) が可能とな 
ります。 

— SMTP サーバ： 仮想ホストの FQDN ( www . nec . co . jp ) 

— POP 3/ IMAP 4 サーバ：仮想ホストの FQDN ( www . nec . co . jp ) 

— WE 目 MAIL の URL : http :// www . nec . co . jp : 10080 / webmail / 

https :// www . nec . co . jp : 10443 / webmail / 



システムのセットアップ 
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ここで、フェイルオーバされる項目とされない項目があります。下に一覧を示します。 
フェイルオーバされない項目に関しては、を装置で個々に設をしてください。なお、 
Management Console が操作巧能な項目で U 下にない場合は、フェイルオーパされない項 
目になります。 

• フェイルオーバされる項目： ドメイン追力□情報 

ユーザ アカウント 

サービスーメ ールサーバ ( sendmail / popd / imapd / mail - httpd ) 
サービスー Web サーバ ( httpd ) 

Management Console 

• フェイルオーバされない項目：ネットワーク 

セキュリティ 
サービスの 起動終了 
サービスーネームサーバ ( named ) 

サービスーファイル転送 ( ftpd ) 

サービスー UNIX ファイル共有 ( nfsd ) 

サービス ー Windows ファイル共有 ( smbd ) 
サービスー時刻調整 ( ntpd ) 

サービスーネットワーク管理エージェント ( snmpd ) 


n-O • フェイルオーバクラスタ構成では、仮想ドメインで運用してください。 

• 設定項目の詳細については、画面上の[ヘルスをクリックし、オンラインヘルプを参照 
して < ださい。 
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ESMPRO/ServerAgent のセツトアツ 



ESMPRO/ServerAgent は化荷時にインス I -- ル済みですが、固有の設定がされていませ 
ん。じ(下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップをしてください。 

添がのバ、ソクアツプ CD - ROM :/ nec / Unux / esmp 「 o / doc / use 「 s.pdf 

>1; ESMPRO/ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）がインストール済み 

です。ご利用には別途契約が必要となります。詳しくはお買い求めの販売店または保ずサー 
- ビス会社にお問い合わせください。 

M-O シリアル接続の管理 PC か5設定作業をする場 S ホ、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を rc 」 に変更してください。デフォルトのシエル環境の 
場台は ly 下のコマンドを実行することで変更できます。 

杜 export LANG 二 C 


システム情報のバックアッ 



システムのセットアップが終了した後、添がの r 保守-管理ツール CD - ROM 」 にあるオフライ 
ン保守ユーティリティを使って、システム情報をバックアップすることをお勤めします。 
システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 

I B-O 保守-管理ツール CD-ROM か 5 システムを起動して操作します。保守.管理ツール CD- 
ROM か 5 起動させるためには、事前にセットアップび必要です。己章を参照して準備して 
<ださい。 

1. 3.5 インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

2. 本体に添付の r 保守-管理ツール CD-ROM」 かがオフライン保守ユーティリティ」を起動する。 
「保守-管理ツール CD-ROM」 の使い方(こついては5章を参照してください。 

3. [システム情報の管理]か6 [退避]を選択する。 

じ(降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めて<ださい。 

続いて管理 PC じ本装置を監視-管理するアプリケーションをインス I -ールします。次ペー 
ジを参照してください。 



リテイパッチの適用 


最新のセキュリティパ、ソチは、 U 下の URL よりダウン□ー ド巧能です。 

http :// www . express . nec . co . jp / care / index.asp 
定期的に参照し、適用することをお勧めします。 


システムのセットアップ 
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管理 PC のセットアップ 


本装置をネットワーク上のコンピュータから管理-監視するためのアプリケーションとして、 「 ESMPRO / 
ServerManager 」 と fManagement Workstation Application ( MWA ) 」が用意されています。 

これらのアプリケーションを管理 PC にインストールすることじよりシステムの管理が容易になるだけでな 
く、システム全体の信頼性を向上することができます。 


[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/|311396「と1\/|\/\/八のインス トールについては 5章、 または 保守-管理 ツール CD - ROM 内 
のオンラインド羊ュメントを参照してください。 
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再セットアップ 


再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムが起動できなくなった場合などに、添付 
の r バックアップ CD - ROM 」 を使って八ードディスクを化荷時の状態に戻してシステムを起動できるように 
するものです。 u 下の手順で再セットアップをしてください。 



ンの作ぶ 


「保守用パーティション」とは、装置の維持-管理を行うためのユーティリティを格納するた 
めのパーティションで、 16 MB 程度の領域を内蔵八ードディスク上へ磕保します。 
システムの信頼性を向上するためにも保守用パーティションを作成することをお勤めしま 
す。 

保守用パーティションは、添付の r 保守•管理ツール CD - ROM 」 を使って作成します。詳しく 
は5章を参照してください。 

保守用パーティションを作成するプ□セスで保守用パーティションへ自動的にインストール 
される ユー ティリティは、「システム診断 ユー ティリティ」と r オフライン保守 ユー ティリ 
ティ」です。 


再セットアップモードへの変更 


本装置は、システムの起動が正常に行われたかどうか常に監視をし、起動に失敗した場合は 
システムの再起動を試みる機能が備わっています。再インス!-ール中は、システム起動監視 
機能を無効じする必要があります。 

本機能の有効/無効は、添付の r 保守•管理ツール CD - ROM 」 を使って変更します。詳しく 
は、5章を参照してください。 


再セットアップび完了した5、システム起動監視機能を有効に戻してください。 


システムのセットアップ 
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システムの再インストール 


I M-O 再インストールを行うと、装置内の全データび消去され、出荷時の状態に戻ります。必要な 
データび装置内に残っている場合、データをバックアップしてか5再インストールを実行し 
て < ださい。 

再インストールには、本体添付のバックアップ CD - ROM とバックアップ CD - ROM 用インス 
I '''ールディスクが必要です。 

r バックアップ CD - ROM 用インストールディスク」を 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブ 
に、 r バックアップ CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブにそれぞれ挿入し、 POWER スイ、ソチを押 
して電源を ON じします。 

しばらくすると r パックアップ CD - ROM 用インス!-ールディスク」から設を情報を読み取り、 
自動的にインス I '''ールを実行します。 

I M-O このとき、確認などは一切巧われずにインストール作業び開始されるため、十分ま意してく 
胃ださい。 

約30分程度でインス!-ールが完了します。インストールが完了したら、 CD - ROM が自動的 
にイジェクトされます。 CD - ROM とフ□、ソピーディスクの両方をドライブから取り化してく 
ださい。 

40分 W 上待っても、 CD - ROM がイジェクトされず、 CD - ROM へのアクセスも行われていな 
い場合は再インス!-ールに失敗している可能性があります。リセットして、 CD - ROM とフ 
□、ソピーディスクをセットし直して、再度インス!-ールを試みてください。それでもインス 
トールできない場合は、保守サービス会社、またはお買い上げの販売店までご連絡くださ 
い。 


初期導入設定用ディスクの作が 


前述の r 初期導入設を用ディスクの作成」を参照して<ださい。すでに初期導入設定用ディス 
クを作成している場合は、パスワード情報の設定のみ再度設定し直してください。ただし、 
設定内容を変えたいときは、新たに初期導入用設をディスクを作り直してください。 


システムのセツトアツ 


前述の r システムのセツトアップ」を参照してください。 
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ドパランスクラスタ構ぶのセツトアツ 



前述の r □ー ドバランスクラスタ構成のセットアップ」を参照してください。 



イルオーパラスタ構成のセツトアツ 



前述の r フェイルオーバクラスタ構成のセットアップ」を参照してください。 


ESMPRO/ServerAeent のセツトアツ 



「システムの再インストール」で ESMPRO/ServerAgent は自動的にインストールされます 
が、固有の設定がされていません。じ(下のオンラインド羊ュメントを参照し、セットアップ 
をしてください。 

添がのバ、ソクアツプ CD - ROM :/ nec / Unux / esmp 「 o / doc / use 「 s.pdf 


rE37n 


ESMPRO / ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）も自動的にインス 
トールされます。 

シリアル接続の管理 PC か5設定作業をずる場台は、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始ずる前に環境変数 「 LANG 」 をに」に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は杉下のコマンドを実行ずることで変更できます。 

# export LANG 二 C 



リテイパッチの適用 


最新のセキュリティパ、ソチは、 U 下の URL よりダウン□ー ド巧能です。 


http :// www . express . nec . co . jp / care / index.asp 
を期的に参照し、適用することをお勧めします。 


システムのセットアップ 
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■Memo- 
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